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				このページは検証済みです
刀でも、ひどく丈夫に結へて、決して拔けないやうにしてあつた。人に斬られても、こちらは斬らぬと云ふ覺悟だつた。ナニ蚤や虱だと思へばいゝのさ。肩につかまつて、チクリ〳〵と刺しても、たゞ痒いだけだ、生命に關りはし無いよ。（海舟餘波）


　武士道の敎訓を服膺して、艱難疾苦の爐中に精鍊を經たるものに非らざるよりは、安んぞ能く此言を成すを得んや。俚諺にも『負くるは勝』とて眞の勝利は暴人に校せざるに在るを云ひ、又た、『血を流さずして勝つを以て、最上の勝利とす』と誨ふるものは、即ち武士道極致の理想の、平和に存するを證せり。

　然るに此大理想を擧げて、僧侶及び道德家の說法釋義に











[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Bushido.pdf/212&oldid=191445」から取得


				
			

			
			

		
		
		  
  	
  		 
 
  		
  				最終更新: 2022年9月24日 (土) 05:12
  		
  		 
 
  	

  
	
			
			
	    言語

	    
	        

	        

	        このページに他の言語版はありません。

	    
	
	[image: Wikisource]



				 このページの最終更新日時は 2022年9月24日 (土) 05:12 です。
	コンテンツは、特に記載されていない限り、CC BY-SA 4.0のもとで利用可能です。



				プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	利用規約
	デスクトップ



			

		
			








